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る間に、仏教で言う「物我一如（物我如一） 」の状態となること、つまり、見ている私と見られている対象とが一体となる段階とことである。こ き、見てい 私は、自分自身の殻をやぶり自分自身から離れ、見ている自分と見られている対象 そして、その状況とが一体となっていることを見ることにな 。　
この段階は、日本の能楽において世阿弥が提唱した「離見の見」
と言われるものである。 「離見の見」 は、もともと能を舞う舞手自身が、離れたところから能を舞う自分 身を ことである。メタ認知は、自分自身の内部で自分の認知を るこ り、「離見の見」と似ているが、 「離れたところから見る」というところが大きく違っている。 「感じ取る（
Sensing ）段階＝離見の見」の段

















私は、両方の実践を観察し、日本で 実践ではサポートも行ったこの実践は同じ内容で行われ、同じ成果を上げた 考えられ 。つまり、グローバルな観点から取り上げられうる ある いえ




































































































































まっていくことの邪魔をす 、自分自身 （あるいは組織内の）声があるとしてい 。それは、 「冷ややかな判断の声」 「皮肉な批判声」 「変化を恐れ 不安の声」である。　「冷ややかな判断の声」とは、 「今までこの考えでよかったのだ
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